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阿部　一彦
べあ かずひこ

　
10
月
28
日
、第
3
回
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
2
0
2
0

評
価
会
議
が
中
央
合
同
庁
舎
4
号
館（
東
京
都
千
代
田

区
）に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
前
回
か
ら
改
善
さ
れ
た
施

策
の
状
況
や
進
捗
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
17
日
、内
閣
府（
東
京
都

千
代
田
区
）
に
お
い
て
第
46
回

障
害
者
政
策
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
前
回
に
引
き
続
き
、
障
害

者
差
別
解
消
法
の
見
直
し
に
関

す
る
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
身
連
か
ら
は
阿
部
一
彦
会
長

が
参
画
し
ま
し
た
。

　

主
な
議
題
は
、
障
害
者
差
別
解

消
法
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
、
特

に
議
論
が
必
要
な
論
点
に
つ
い
て

①
差
別
の
定
義
・
概
念 

②
事
業

者
に
よ
る
合
理
的
配
慮 

③
相
談
・

紛
争
解
決
体
制 

④
障
害
者
差
別
解
消
支
援

地
域
協
議
会
の
４
点
が
事
務
局
案
と
し
て
示

さ
れ
ま
し
た
。
加
え
て
、
今
後
の
議
論
の
進

め
方
と
し
て
、
第
4
次
障
害
者
基
本
計
画
の

実
施
状
況
の
監
視
・
個
別
の
論
点
の
検
討
を

行
い
、
年
明
け
以
降
に
委
員
会
の
意
見
を
取

第
46
回
障
害
者
政
策
委
員
会

差
別
解
消
法
の
見
直
し
議
論り

ま
と
め
る
案
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

と
く
に
議
論
が
集
中

し
た
の
が
、
事
業
者
に

対
す
る
合
理
的
配
慮
の

提
供
の
義
務
化
（
現
在

は
努
力
義
務
）
で
し
た
。

相
談
・
紛
争
解
決
の
仕

組
み
を
し
っ
か
り
機
能

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と

い
っ
た
意
見
や
、
そ
も

そ
も
、「
合
理
的
配
慮
」

と
い
う
訳
語
が
誤
解
を

生
む
一
因
と
な
っ
て
お

り
、「
合
理
的
調
整
」
と
置
き
換
え
た
ほ
う
が

い
い
の
で
は
、と
い
っ
た
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
組
閣
が
あ
っ
た
関
係
で
、
今
回
の

委
員
会
か
ら
衛
藤
晟
一 

内
閣
府
特
命
担
当

大
臣
が
委
員
会
の
担
当
大
臣
と
な
り
、
会
議

冒
頭
に
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
平
成
30
年
度

中
に
い
た
だ
い
た
要
望
事
項
に
つ

い
て
は
、
理
事
会
に
お
け
る
承
諾

に
基
づ
き
、
日
身
連
組
織
体
制
強

化
及
び
障
害
者
施
策
等
に
関
す
る

検
討
委
員
会
、
並
び
に
正
副
会
長

会
で
内
容
を
精
査
し
た
後
、
関
係

府
省
庁
に
提
出
、
回
答
を
求
め
て

い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
す
べ
て
の
要
望

に
対
す
る
回
答
が
整
っ
た
こ
と

か
ら
内
容
を
と
り
ま
と
め
、
冊

子
「
令
和
元
年
度
日
身
連
要
望

事
項
回
答
文
書
」
と
し
て
、
各

加
盟
団
体
や
関
係
機
関
等
に
配

布
し
ま
し
た
。（
冊
子
に
関
す

る
お
問
合
せ
は
日
身
連
事
務
局

ま
で
）

第
3
回
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
2
0
2
0
評
価
会
議
が
開
催

　

報
告
さ
れ
た
改
善
点
は
６
つ
。共
生
社
会
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
の
取
組
の
レ
ガ
シ
ー
化
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
改
正
に

加
え
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
ソ
フ
ト
面
で
の
対
応
状
況
を
観

光
庁
か
ら
発
信
、公
共
交
通
機
関
で
の
障
害
者
割
引
の
利

用
者
の
利
便
性
向
上
、新
た
に
地
方
公
務
員
向
け
の
心
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
研
修
実
施
、障
害
の
あ
る
大
学
生
の
円

滑
な
修
学
等
へ
の
取
組
強
化
、U
D
タ
ク
シ
ー
の
改
善
や

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
へ
の
検
討
等
で
す
。

　

報
告
の
後
、日
身
連
は
じ
め
構
成
員
16
名
か
ら
行
動

計
画
の
実
効
性
等
に
対
す
る
意
見
や
提
案
等
の
発
言
が

行
わ
れ
、阿
部
会
長
は「
行
動
計
画
の
意
図
す
る
施
策
実

現
を
目
指
す
上
で
も
、都
市
部
の
み
な
ら
ず
地
方
部
へ
の

波
及
を
重
要
視
す
べ
き
。地
域
の
障
害
者
団
体
と
行
政

機
関
等
の
連
携
が
重
要
だ
」と
発
言
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
を
受
け
、
平
田
竹
男
内
閣
官
房
推
進

本
部
事
務
局
長
は
、「
こ
の
議
論
を
ど
う
加
速
さ
せ
る
か
、

市
町
村
単
位
で
の
き
め
細
か
な
議
論
が
必
要
。今
後
の

展
望
を
期
待
す
る
上
で
も
出
発
点
と
な
る
2
0
2
0
年

を
む
か
え
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

令和元年度
日身連要望事項
回答まとまる

ひ
ら

た

た
け
お

え

と
う
せ
い
い
ち


